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研究成果の概要（和文）：本研究では、医学部初年次の化学実習における客観的な態度評価モデルの構築を目指
した。客観的な態度評価を行うためには項目の選定が重要であり、膨大な量のデータを集めることができた。評
価項目としての遅刻や提出物の遅れは、評価項目が一過性の事象ではなく、行動の傾向を捕らえられていること
もわかった。一方、その入力には多大な労力を要することが明らかとなり、より一層の工夫が必要である。ま
た、本研究期間にCOVID-19の流行があり、実習の実施体制が対面からオンラインと大きく変わったことで、デー
タの統一性を検討する必要がある。今後さらに成績データとの相関などを検討したい。

研究成果の概要（英文）：We have investigated the way to estimate the learning attitude during the 
first-year chemistry experiment in medical school. We could collect the a lot of data candidate for 
the estimation. Some of items, e.g. delay submission, were shown to represent tendency of specific 
student not only transient event. We have also found the problem to takes a lot of time and effort 
to input the data. Additionally, we should check the integrity of the data in some way through the 
investigation period because the chemistry experiment had swithed to online lecture in the middle of
 the period due to COVID-19 epidemic. In future, we would like to examine the correlation with grade
 data.

研究分野： 初年次教育、化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学業成績には問題がなく進級したものの、高学年の臨床実習におけるアンプロフェッショナルな行動をする学生
が注目されている。しかし、高学年学生は進級する過程で態度評価試験のOSCEをすり抜けており、態度評価試験
を補う日常学習における態度評価があれば有益と思われる。
通常の授業では態度評価が含まれる場合はあっても、成績の一部として混合算入されることが多い。そのため、
独立した情報として通常の授業における学生の態度評価を得ることができれば、上記の目的のほか、将来的に低
学年や高学年での成績との相関を見ることができれば、学習指導や学習態度に起因する成績不振の予測に役立て
ることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 近年、高学年の臨床実習におけるアンプロフェッショナルな学生の評価が注目されている。医

学生にはそれまでに OSCE による態度評価が課せられているにも関わらず、現状ではアンプロフ

ェッショナルな学生はこれをすり抜けて臨床実習まで進んでいることになり、態度評価の難し

さを示している。 

 一方、低学年では態度評価は課せられておらず、態度評価が行われていても学業成績に混合さ

れた科目成績として蓄積されて、独立した態度成績データとしては存在しない。そのため、アン

プロフェッショナリズム評価と低学年での態度評価の相関を目的に、成績を後ろ向き調査して

も見たい相関は見られないのが現状である。  

もし低学年での、学業成績とは独立した態度評価モデルが確立できれば、高学年における問題行

動との相関を解析し、問題行動の早期発見や早期介入による教育効果の向上への発展が期待で

きる。 

 

  

  

２．研究の目的 

 本研究では、東京医科大学の初年次の通年必修科目である「医系の化学実習」を用いて、客観

的態度評価モデルを確立しデータを蓄積することを目指す。 

  

  

３．研究の方法 

 「医系の化学実習」の実施内容に従って、態度評価項目を設定する。実習実施時に気になる項

目や、申請者が担当する他の講義で気になる項目や、他の実習担当者とのディスカッションによ

り着想を得た項目など出来る限り広い範囲から評価項目を選定した。また、化学実習の安全を担

保するため、進行を妨げない視点からも選定を行った。 

 選定した項目については、年度終了時にふり返りを行い選定項目の見直しを行った。実習担当

者からのフィードバックも参考にし、実習中に見られる主観的な態度との比較も行った。 

評価の入力は、紙媒体を主に使用した。入力方法の改善を目的にノート PC やタブレット端末を

用いた入力も検討した。 

  

  

４．研究成果 

 本研究では、医学部初年次の化学実習における客観的な態度評価モデルの構築を目指した。客

観的な態度評価を行うためには項目の選定が重要であり、膨大な量のデータを集めることがで

きた。評価項目としての遅刻や提出物の遅れは、評価項目が一過性の事象ではなく、行動の傾向

を捕らえられていることもわかった。 

  

 一方、その入力には多大な労力を要することが明らかとなり、より一層の工夫が必要であるこ

ともわかった。化学実習では薬品を使うという性質から、電子機器よりも紙ベースの入力が安全



であることがわかった。今回は予算の都合でできなかったが、試行的な実施から特注フォーマッ

トのマークシートなどの導入が入力作業の効率を大幅に改善する可能性がある。実習の種類に

よってはタブレットなどの電子機器の入力も有効と思われる。 

  

  

  

  

  

  

 

 今回の研究期間内に COVID-19 の流行があり、実習の実施体制が対面実施からオンライン実施

へと大きく変わった。そのため、まったく同じ実習項目を継続することができず、実習内容に関

連するデータもまったく同じではなくなったため、データの統一性が保てない可能性がある。共

通するデータと、共通しないデータでの比較検討が必要と考えられる。今後は、得られたデータ

と成績などとの相関を検討していきたい。 
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